
1．収録施工単価一覧・機労材使用月号及び利用基準と数値処理方法について 

（土地改良 直接工事費編） 

 

各施工単価を算出するにあたって、準拠及び使用する資料は次のとおりです。 

  

（１） 積算基準等 

令和 6 年度版  農林水産省土地改良工事積算基準（土木工事） 

令和 6 年度版 土地改良工事積算マニュアル（土木工事） 

   令和６年度版 国土交通省土木工事標準積算基準書＜共通編＞ 

尚、当システムに収録されている施工単価は、上記積算基準書より当会が抜粋した施工単価 

のみになります。 

（２）材料費・賃料 

令和６年 4 月号（Web 建設物価）都道府県別（県庁所在地単価） 

   令和６年春号（土木コスト情報） 

材料単価：代表材料のみ計上し、その他は名称・規格のみで単価は 0 円としています。 

（３）労務単価 

令和 6 年度公共工事設計労務単価 

（４）機械損料 

令和６年度版 建設機械等損料表（（一社）日本建設機械施工協会発行） 

令和 6 年度版 農林水産省土地改良工事積算基準（土木工事） 

令和 6 年度版 農林水産省土地改良工事積算基準（機械経費） 

（５）施工パッケージ代表機労材（下記 HP に掲載のみ） 

令和 5 年４月号 東京単価 https://www.kensetu-bukka.or.jp/trendtopics/sekopa/ 

（６）作業日当たり標準作業量 

令和 6 年度版 農林水産省土地改良工事積算基準（土木工事）に準拠していますが、日当たり作業量等

が明記されていない工種については参考として、歩掛上の世話役などから日当たり作業量を算出してい

ます。ただし、世話役がないため日当たり作業量の算出ができない場合は空欄にしていますので、適用

の可否を検討の上、利用してください。 

（７）各数値の端数処理 

   原則として、以下のとおりとしております。 

    
 

 

種別 各数値の端数処理

数量 小数第4位四捨五入3位止め

金額 小数第3位切捨て2位止め



２．システム利用上の留意事項について 

（１）システムの利用にあたっては、必ず積算基準に記載の適用範囲を確認し現場条件にあった施工条件を 

選択してください。 

（２）施工単価によっては、材料費や付帯工事費などが別途計上するものがあるので、積算漏れのないように 

   注意してください。 

（３）施工条件で材料選択がある場合 材料規格によっては名称・規格のみで単価が０円で計算されますので 

必ず施工単価表の内容を確認し利用してください。また、単価掲載のない地区については単価掲載のあ 

る他都市の単価を引用する等対応をとっているので注意してください。 

（４）システム上では工種ごとにまとめているので、「施工パッケージ」、「標準歩掛」、「参考歩掛」の区別は

次表の掲載施工単価一覧をご覧ください。 
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